
『児童文学事典』の電子的提供 
レガシーコンテンツ再生プロジェクト 

 
 
 

千葉大学附属図書館学術コンテンツ課 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学術コンテンツ課の丸茂と申します。
本日は、2013年度の活動報告として、『児童文学事典』の電子的提供についてお話します。

初めに、公開された、実際のＷｅｂページをご覧いただきます。




共同プロジェクト 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この電子化は
日本児童文学学会、千葉大学アカデミック・リンク・センター、および丸善株式会社・大日本印刷株式会社の共同プロジェクトとして実施したものであることを述べさせていただきます。このプロジェクトは、大変多くの方の熱意とご協力により、実現いたしました。


特に、千葉大学教育学部の教授で、児童文学学会会長の佐藤宗子（さとう もとこ）先生には、この事業を始めるきっかけをつくっていただき、児童文学学会とALCとの懸け橋となってご協力いただきました。



『児童文学事典』について 

 
・日本児童文学学会編 東京書籍 1988年 
 

児童文学を学ぶ学生にとっては必須の参考図書 
 

 

              

          絶版！ 
 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
『児童文学事典』は、日本児童文学学会編　東京書籍から、1988年に出版されました。
児童文学を初めて学ぶ学生にとっては必須の参考図書なのですが、現在は絶版になっています。




千葉大学附属図書館では 

 

20年以上図書館で利用
された結果 

500ページ以上欠落 

古本で 
購入 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電子化の話が出たころ（2010年）、千葉大学でははずかしながら、こちらの写真にあるように、20年以上図書館で利用された結果、500ページ以上欠落した状態になっていました。
現在、千葉大学附属図書館の書架に並んでいるものは、古書を購入し直したものです。





 

電子化のプロセスは？ 

・既存の事典の権利処理 

・Web版作成のモデル形成 

 

電子版 
『児童文学
事典』 

 

 今までの事典は誰
かが使っていると使
えなかったけど、電
子版ならいつでもど
こでも利用できる 

電子化への試み 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電子化が実現することにより、こういった入手困難な資料が、インターネットを通じて誰でも、いつでも閲覧することが可能になり、多くの学生の学習を支援することができるようになります。この目的に向かって、電子化へのプロジェクトが動き出しました。

次に実際にどのようなプロセスで行ったかを説明します。












電子化のプロセス 

①権利処理 
②追加・訂正情報の確認 
③公開方針等の検討 
④データの準備 
⑤公開作業  

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電子化のプロセスはこの通りです。
各項目の詳細については、解説します。


権利処理（学会）　
出版社、執筆者
追加・訂正（主に没年）情報の確認
公開方針の検討　
PDF化するデータの準備（学会・ALC・DNP）
⑤　公開作業　ＰＤＦ化（DNP）
Webページの作成（ALC）　２０１４年夏　ALSA-TT、確認作業（ALC、学会）　
　公開2014年１月に公開（ALC）
追加情報の更新予定




 
 

①権利処理 
 
 • 出版社  

東京書籍と日本児童文学学会の間で「覚書」を取り交
わす。 
事典の電子化について、無償の場合は学会側の判断
で進めることが可能となった。 
• 執筆者 
各項目毎の執筆者に、連絡がとれるかぎり項目の電
子化について了解を求め、また、会報・HPで告知を
行った。 電子化の了解を得られない項目もあった。 
日本児童文学学会により確認が行われた。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
権利処理です。

まず出版社との権利処理を行いました。
東京書籍と日本児童文学学会の間で、「覚書」を取り交わした。これにより、事典の電子化について、無償の場合は学会側の判断で進めることが可能となった。
権利処理の助言を丸善株式会社からいただきました。

次に執筆者との権利処理を行いました。
各項目毎の執筆者に、連絡がとれるかぎり項目の電子化について了解を求め、また、会報・HPで告知を行いました。　電子化の了解を得られない項目もありました。
日本児童文学学会により確認が行われた。



参考：読まない
・「見よ項目」を含めた見出しは2569項目�・「電子化拒否」は2名、隠した執筆項目数102。

参考：
２０１２年から行われました。　




② 追加・訂正情報の確認 

• 人名項目の生没年の確認 
– ２０１２年末の段階で取りまとめ、一部その後の
情報を入れ、「追加情報」として提供 

• 日本児童文学学会により調査 
• 今後、年に１度程度、追加情報の更新  
（学会とALCとの申合せ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
追加・訂正情報の確認を行いました。

原本刊行から年月が経っているため、
人名項目の生没年の確認を行いました。
逝去年記載については、２０１２年末の段階で取りまとめ、一部その後の情報を入れ、「追加情報」として提供しています。

これは、日本児童文学学会により調査が行われました。

今後も、年に１度程度、追加情報の更新を行うことを決めました。






③公開方針等の検討 

• 閲覧は誰でも可能だが、印刷は不可 
• 千葉大学が管理するサーバで提供 
• 公開ページの構成 
• 掲載内容 
 以下は掲載しない  

– 原本の巻末にあった「世界児童文学史」「児童文
学研究文献」「児童文学年表」「索引」、執筆者か
ら電子版への掲載拒否された項目等 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
公開方針の検討を行いました。

閲覧は誰でも可能ですが、印刷は不可です。
千葉大学が管理するサーバで提供することになりました。
公開ページの構成について検討しました

電子版の掲載内容については
執筆者が電子版への掲載を拒否した項目と、
原本の巻末にあった「世界児童文学史」「児童文学研究文献」「児童文学年表」「索引」等は、掲載しないことになりました。



参考：
（ALC・DNP・丸善）　２０１４年４月３日　打合せ






④データの準備 

• 一部、電子化の了解を得られない執筆者が
いた為、該当項目を、隠すなどの処理 
 

• 追加・訂正情報を含む項目一覧作成等 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、PDF化するデータの準備を行いました。

一部、執筆者に電子化の了解を得られない執筆者がいたため、該当項目に、隠すなどの処理を行いました。該当項目は１０２項目でした。
そのための指定などを学会が行いました。

該当項目（１０２項目）



⑤公開作業 

• PDFファイル作成 
• Webページ作成 
• 確認作業 
• OPAC登録 
• ２０１４年１月公開         

http://alc.chiba-u.jp/cl 
• 公開・保存に関する申合せの作成 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
公開作業について説明します。

PDFファイル作成は、大日本印刷株式会社により行われました。　（2013年）

Ｗｅｂページの作成は、ALC教員により行われました。
また、
ALSA-TTの協力によるチェック・確認作業が行われました。
ALSA-TTとは、千葉大学に在学する大学生および大学院生のテクニカルチームのスタッフです。

OPACに登録し、検索できるようにしました。

そして、２０１４年１月に公開しました。

電子版「児童文学事典」の公開・保存に関する申合せ
日本児童文学学会・ALCとの公開・保存についての申合せの作成




まとめ 
 

・アクセス回数 
 
・今後 
電子版「児童文学事典」の授業での活用
について、利用履歴とともに分析 

 

 
ご静聴ありがとうございました 

 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＊月＊日時点のアクセス回数は　　　回です。

今後、事典の授業での活用について、授業動態を調査し、利用履歴と共に分析していければと思っております。
ご静聴ありがとうございました
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